
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         第１００号（３の２）平成２２年３月１２日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険短期人間国民健康保険短期人間国民健康保険短期人間国民健康保険短期人間ドックドックドックドック利用助成利用助成利用助成利用助成のごのごのごのご案内案内案内案内    

    
●助成対象者助成対象者助成対象者助成対象者 南丹市国民健康保険被保険者（７５歳未満で長寿医療制度に該当さ

れていない方）で次の①～③すべてに該当する被保険者 

①南丹市国民健康保険に６カ月以上加入している被保険者 

 ②納期到来の国保税を完納している世帯に属する被保険者 

 ③当該年度において、南丹市の健康診査（特定健康診査）および南丹市の人間ド

ックの助成を受けていない被保険者 

●取扱医療機関取扱医療機関取扱医療機関取扱医療機関 ①公立南丹病院、②明治国際医療大学附属病院、 

③園部丹医会病院、④京都工場保健会（京都市内） 

※②、④は、頭部ＭＲＩ（脳ドック）受診可能施設 

※頭部ＭＲＩ（脳ドック）はオプション（全額個人負担）です。 

●自己自己自己自己負担金負担金負担金負担金 一律７，０００円（基本検診部分のみ） 

※基本検診以外に検診項目を追加される場合の費用は、全額個人負担となります。 

※追加できる検診項目は、各医療機関によって異なりますのでご確認ください。 

●そのそのそのその他他他他 

 節目ドック：平成２２年度内に満３０歳、満４０歳、満５０歳、満６０歳に到達

される被保険者の方は、基本検診に要する費用は無料となります。

ただし、基本検診以外の検診費用は全額個人負担となります。 

＜対象者＞ 満３０歳…昭和５５年４月２日生～昭和５６年４月１日生 

       満４０歳…昭和４５年４月２日生～昭和４６年４月１日生 

       満５０歳…昭和３５年４月２日生～昭和３６年４月１日生 

       満６０歳…昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生 

●利用方法利用方法利用方法利用方法 

・国保医療課または各支所健康福祉課で利用申込の手続きをしてください。印鑑と

被保険者証をお持ちください。 

・人間ドックは予約制です。受診日は市が医療機関と日程調整します。 

・平成２２年度の受診は、３月２３日（火）以降に申込手続きをしていただきます

ようお願いします。 

・後日、市から送付する短期人間ドック「利用券」を必ず医療機関へ提出の上、ご

利用ください。 

 

◇問合せ先 国保医療課 TEL（0771）68-0011 

      各支所 健康福祉課 TEL 八木（0771）68-0022 

        日吉（0771）68-0032 美山（0771）68-0041 

後期高齢者後期高齢者後期高齢者後期高齢者医療医療医療医療短期人間短期人間短期人間短期人間ドックドックドックドック利用助成利用助成利用助成利用助成のごのごのごのご案内案内案内案内    

 
南丹市では、長寿（後期高齢者）医療被保険者の方を対象とした、短期人間ドッ

クの利用助成を行っています。下記の事項をご確認の上、平成２２年度短期人間ド

ック利用助成をご利用ください。 

●助成対象者助成対象者助成対象者助成対象者 南丹市民であって、下記の①～④すべてに該当する方 

①京都府後期高齢者医療広域連合の被保険者である方 

②後期高齢者医療保険料を完納している方 

③当該年度に、南丹市が実施する健診（すこやか健診）などを受診していない方 

④当該年度に、南丹市以外の機関が実施する同等項目について健診などを受診し

ていない方 

●取扱医療機関取扱医療機関取扱医療機関取扱医療機関 ①公立南丹病院、②明治国際医療大学附属病院、 

③園部丹医会病院、④京都工場保健会（京都市内） 

※②、④は、頭部ＭＲＩ（脳ドック）受診可能施設 

※頭部ＭＲＩ（脳ドック）はオプション（全額個人負担）です。 

●自己負自己負自己負自己負担金担金担金担金 一律７，０００円（基本検診部分のみ） 

※基本検診以外に検診項目を追加される場合の費用は、全額個人負担となります。 

※追加できる検診項目は、各医療機関によって異なりますのでご確認ください。 

●利用方法利用方法利用方法利用方法 

・国保医療課または各支所健康福祉課で利用申込の手続きをしてください。印鑑と

被保険者証をお持ちください。 

・人間ドックは予約制です。受診日は市が医療機関と日程調整します。 

・平成２２年度の受診は、３月２３日（火）以降に申込手続きをしていただきます

ようお願いします。 

・後日、市から送付する後期高齢者短期人間ドック「利用券」を必ず医療機関へ提

出の上、ご利用ください。 

 

◇問合せ先 国保医療課 TEL（0771）68-0011 

      各支所 健康福祉課 TEL 八木（0771）68-0022 

        日吉（0771）68-0032 美山（0771）68-0041 

固定資産縦覧帳簿固定資産縦覧帳簿固定資産縦覧帳簿固定資産縦覧帳簿のののの縦覧縦覧縦覧縦覧・・・・課税台帳課税台帳課税台帳課税台帳のののの閲覧閲覧閲覧閲覧のごのごのごのご案内案内案内案内    

 

下記の日程で、平成２２年１月１日現在の土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧なら

びに固定資産税課税台帳の閲覧ができますのでお知らせします。 

●縦覧期間縦覧期間縦覧期間縦覧期間 ４月１日（木）～６月３０日（水） ※ただし、土・日・祝日は除く。 

●閲覧期間閲覧期間閲覧期間閲覧期間 通年 ※ただし、土・日・祝日は除く。 

●縦覧縦覧縦覧縦覧・・・・閲覧時間閲覧時間閲覧時間閲覧時間 午前８時３０分～正午、午後１時～５時 

●縦覧縦覧縦覧縦覧・・・・閲覧閲覧閲覧閲覧にににに必要必要必要必要なものなものなものなもの 次のいずれかの書類など 

①平成２１年度の納税通知書または課税明細書 

②所有者または納税義務者の本人確認ができるもの（運転免許証など） 

※委任を受けられる場合は、個人・法人の委任状（要押印）と受任者の本人確認が

できるものが必要となります。 

●縦覧縦覧縦覧縦覧・・・・閲覧窓口閲覧窓口閲覧窓口閲覧窓口 税務課、各支所地域総務課 

 

◇問合せ先 税務課 TEL（0771）68-0004 

各支所 地域総務課 TEL 八木（0771）68-0020 

日吉（0771）68-0030 美山（0771）68-0040 

国民健康保険被保険者証国民健康保険被保険者証国民健康保険被保険者証国民健康保険被保険者証のののの更新更新更新更新についてについてについてについて    

 

現在お使いの国民健康保険被保険者証は、平成２２年３月３１日が有効期限とな

っています。新しい被保険者証は、３月下旬に加入者全員分をまとめて世帯主あて

に簡易書留郵便で郵送します（７０歳以上７５歳未満の方には、高齢受給者証も同

封します）。新しい保険証が届いたら、内容に誤りがないか確認いただき、古い保険

証を４月１日以降に返却してください。 

配達日に不在の場合は、自宅のポストに「預り証」が投函され、３月３１日まで

郵便局で保管されます。この間は郵便局にお問い合わせいただき、お受け取りくだ

さい。４月１日以後は、国保医療課または各支所健康福祉課で、世帯主または家族

の本人確認を行った上で交付します。受け取りの際には、古い保険証、印鑑および

本人確認のできる書類（運転免許証など）を必ず持参してください。 

なお、短期被保険者証をお持ちの世帯には、別途、更新について通知します。 

 

◇問合せ先 国保医療課 TEL（0771）68-0011 

      各支所 健康福祉課 TEL 八木（0771）68-0022 

        日吉（0771）68-0032 美山（0771）68-0041 

４４４４月月月月のののの母母母母子保健事業日程表子保健事業日程表子保健事業日程表子保健事業日程表    

 

４月の母子保健事業は下記のとおりです。 

日程 事業名 対象（月齢など） 場所 

４月２日（金） 乳児後期健診 平成２１年５月生 

４月９日（金） 乳児前期健診 平成２１年１２月生 

４月１５日（木） １歳８カ月児健診 

平成２０年７月１４日 

～７月３１日生 

４月１６日（金） ３歳５カ月児健診 平成１８年１０月生 

４月２０日（火） ２歳５カ月児健康相談 平成１９年１０月 

園部保健センター 

(こむぎ山健康学園) 

※対象の方には個別に案内・問診票を郵送します。 

 

◇問合せ先 健康課 TEL（0771）68-0016 

麻麻麻麻しんしんしんしん・・・・風風風風しんしんしんしん（ＭＲ）（ＭＲ）（ＭＲ）（ＭＲ）混合混合混合混合ワクチンワクチンワクチンワクチンのののの接種接種接種接種についてについてについてについて    

 

麻しんは感染力が強く、かかると脳炎などの重い合併症を引き起こす率が高い重

い病気ですが、予防接種で防ぐことができます。定期の予防接種は生後１２カ月～

２４カ月の間に１期を、就学前１年間（年長児）で２期の定期接種を受けます。 

また、平成２０年４月から向こう５年間に限り、これまで１回しか定期接種の機

会がなかった中学１年生（３期）と高校３年生（４期）相当の方にも定期接種を実

施しています。近年の流行を受け、厚生労働省から接種勧奨の通知がされ、入学や

実習時に接種を必須とする学校もでてきています。 

定期接種対象の方でまだ接種できていない方は、春休みなどを利用して、早めに

必ず接種しましょう。２・３・４期の方は、３月３１日までが定期の期間となって

おり、その期間を過ぎると、自費となります。費用は医療機関によって多少異なり

ますが、１万円前後かかります。 

 

◇問合せ先 健康課 TEL（0771）68-0016 

毎月 第２・第４金曜日 発行                        ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｎａｎｔａｎ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ （南丹市） 


